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災害時における避難訓練の実際と医療的
ケア児等コーディネーターの役割

福岡県医療的ケア児等コーディネーター（トータルアドバイザー）

相談支援事業所バンビーノ 代表理事

主任相談支援専門員 中原 京子

1 避難訓練の目的

２ 避難訓練の実践

事例１ 小森野発・住民みんなでつくる共生避難訓練

 〜地域で支える共生のカタチ〜

事例２ “ここにおったとね”の声がつなぐ命

～迷惑と遠慮を越えて～

事例３ 行政と現場が一体となった避難訓練の取組み

 ～大木町からの発信～

３ 災害時における医療的ケア児等コーディネーターの役割
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1,避難訓練の目的
・自助を強めるための実践型訓練

2, 訓練のステップ
・日時と災害種別の設定（地震・水害）
・その場で持ち出せるものだけで避難
・避難先で「必要なもの」と「忘れてはいけないもの」を確認
・避難指示が出たら、空振りでも避難してみる」→

「日頃から避難への意識づけができる」

3, 繰り返すことで得られる学び
・実際に不便を体験し、リアルな対策を考える
・支援を受ける側と支援する側、双方の視点から避難を見直す
・地域の協力が負担にならない形で支援の質を向上させる

事例１
ミオパチーによる呼吸機能障害があるK君への避難訓練 R2023.６
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事例2
２２
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移動～到着 母からＡちゃんの状態について説明

母からＡちゃんの状態について説明蓄電方法の実際

・大木町の電気自動車は５台。うち1台は一般家庭で10日分の電気量を確保できる。
・町は近日中に日産と協定締結を予定しており、災害支援に向けた取り組みを強化
・車からの電気がうまくつながるか確認した。

事例３
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「避難する」ことを積み重ねるメリット：
•行動のハードルを下げる（いざという時にためらわずに動ける）
•避難ルートや避難先の環境を確認できる（実際に行ってみないとわからない課
題が見えてくる）
•自助を強める訓練になる（自分に必要なもの、サポートのポイントが分かる）
•地域の支援者との連携が深まる（繰り返すことで、協力体制が整う）

災害時の避難と復旧の流れ

家族→仕事復帰・きょうだい児は幼稚園や学校へ
新しい住まいの検討

仮設住宅やホテル、親族の家等へ移動
医療的ケア児→一緒に生活できる環境が確保
できない場合は、療育センターや医療機関へ

 家族の生活再建

 可能な限り早く元の生活へ戻れるよう
に支援する

災害発生

その手を離さず、未来へつなぐ！
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ʣ 個別避難計画の策定・連携推進
自治体や支援者と協働して個別避難計画を作成
避難所の受け入れ体制の確認と適切な環境整備

ʤ 医療・福祉機関との平時からの連携強化
医療機器・医療備品・生活備品の備蓄と管理
訪問看護・ヘルパー派遣調整による継続的なケア確保
地域との支援ネットワークの構築

ʥ 家族支援・情報提供体制の整備
避難先での生活環境や支援制度の説明
精神的負担の軽減につながる相談窓口の設置

ʦ 電源・物資の確保と調整
医療機器の電源（予備電源・充電）の確保
衛生用品・医療物資の供給支援体制の整備

ʧ 災害後の復興支援と生活再建
支援制度の案内と申請サポート
医療的ケア児が安心して日常生活に戻れる環境づくり

この笑顔を守るために
私たちは、これからも共に備え、行動していきます。

最後に

‘’備え‘’は、特別なことではなく、‘’暮らし‘’の一部！だからこそ、
家族・地域・支援者・行政が日常の延長線上で手を取り合っていく！


